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数学のテストは，１の問題は全問正解すること！！  
今回は実力テストの数学のテストの証明を行う。まず，公立入試問題の出題傾向について

確認する。昨年度は１各領域の小問題１８点，２方程式の利用６点，３資料の活用６点，４
関数の利用９点，５平面図形１２点，６空間図形９点の６０点満点で構成されている。ここ
数年の傾向では，２，３は違う領域からでることもあるので，気を付けたいが， ICT の普及
により資料の活用（度数分布，確率，標本調査）は必ず出題されているので学習しておこ
う。また，４，５，６は数学の追加問題がなくなった関係もあり難易度は１０年前に比べ高
くなっている。（1）を確実に解ける力をつけておかなければ点数は向上しないことも忘れな
いように。そして問題は１である。ここは各領域の基礎問題になるので，しっかり勉強すれ
ば，学年全員が満点をとることも可能である。しかも１８点もあるので，１と２～６の小問
を４つ正解すれば２５点はこえられる。1 教科２５点なら 5 教科で１２５点になるから .やは
り数学は１を絶対におとしてはいけないといえるであろう。とにかく今は，基礎，基礎，基
礎！！基礎計算は反復訓練でしか身につかない。時間対効果学習（制限時間を作って解く）
で最低でも２０回以上は１を解きまくろう！  

 
 
 
 

 証明問題は苦手としている生徒が多いが，中学校数学においての証明問題は型をつかめ
ば，図形でも整数問題でもできるようになるので，最初は難しいかもしれないが，頑張って
ほしい。証明とは仮定から結論を導くことであるので，すでに結論はでている。そこまでの
筋道をたてた説明を書いていくとよいのである。今回の実力テストの３では親切にも証明の
書き方の例を書いてあるので，それを真似しながら条件替えされた証明を書けばよい。この
時に，乗法公式や因数分解ができなければならないが，１ができるようになっていれば問題
ないであろう。さぁ，証明問題にチャレンジしよう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
見てもらえるとわかると思うが，代わっているところは偶数が奇数になり，１６でわりき

れるのが８でわりきれるに変わっているだけである。最近の問題はこのパターンの問題が多
いので，自学ノートに真似して書いてみよう！その後，模範解答で答え合わせをし，模範解
答を一度ノートに写しておくと正しい書き方が身につくはず！ここができるようになった
ら，40 点台も夢じゃないぞ！！  
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